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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｄ
ｙ
 

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
３
４
５
Ｐ

【
作
者
名
】

　
ユ
キ

【
あ
ら
す
じ
】

　
吸
血
鬼
・
柘
榴
に
仕
え
る
不
老
不
死
・
篝
。

柘
榴
は
、
ま
だ
幼
い
頃
に
両
親
を
な
く
し
た
。
だ
が
そ
の
代
わ
り
に
柘
榴
の
そ

ば
に
い
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
篝
。

篝
は
、
幼
い
頃
の
柘
榴
に
『
好
き
』
と
言
わ
れ
恋
心
を
抱
い
て
い
た
。

だ
が
あ
る
日
柘
榴
に
婚
約
者
が
で
き
た
。

そ
の
婚
約
者
が
実
は
、
吸
血
鬼
の
宿
敵
“
吸
血
鬼
ハ
ン
タ
ー
”
だ
っ
た
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
普
通
じ
ゃ
な
い
こ
の
世
界
・
・
・
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今
こ
こ
に
・
・
・
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吸
血
鬼
と
不
老
不
死

「
柘
榴
様
・
・
・
」

「
な
に
？
」

俺
は
、
悠
木
　
篝
・
・
・
。
火
焔
　
柘
榴
様
の
使
用
人
。

こ
の
屋
敷
に
は
、
俺
と
柘
榴
様
だ
け
が
住
ん
で
い
る
。

柘
榴
様
の
御
両
親
は
、
柘
榴
様
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
・
・
・
柘
榴
様
の
名
前
が
付

く
前
に
ハ
ン
タ
ー
に
狩
ら
れ
た
・
・
・
。

柘
榴
様
は
、
吸
血
鬼
だ
・
・
・
。

そ
の
た
め
御
両
親
は
、
そ
の
当
時
毎
日
の
よ
う
に
や
っ
て
い
た
“
吸
血
鬼
狩
り

”
で
狩
ら
れ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。
そ
の
当
時
は
、
魔
女
狩
り
も
あ
っ
た
。

今
と
な
っ
て
は
、
ハ
ン
タ
ー
よ
り
吸
血
鬼
や
魔
女
の
方
が
強
く
な
り
吸
血
鬼
狩

り
は
な
く
な
っ
た
・
・
・
。

「
婚
約
者
様
が
お
見
え
し
て
い
ま
す
が
・
・
・
ど
う
し
ま
し
ょ
う
・
・
・
？
」

「
ぜ
ひ
お
引
取
り
願
っ
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら
。
」

「
か
し
こ
参
り
ま
し
た
・
・
・
」

俺
も
正
直
初
め
は
怖
か
っ
た
・
・
・
。
だ
が
何
を
怖
が
る
必
要
が
あ
る
。
俺
だ

っ
て
不
老
不
死
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
と
思
っ
て
な
。

俺
と
柘
榴
様
が
始
め
て
あ
っ
た
と
き
は
、
柘
榴
様
の
名
前
が
な
か
っ
た
。

ま
だ
幼
く
て
、
ま
る
で
人
形
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
よ
。

名
前
を
付
け
た
の
は
俺
だ
。

名
前
の
由
来
は
・
・
・
そ
ば
に
柘
榴
の
実
が
あ
っ
た
か
ら
。
由
来
じ
ゃ
な
い
か
・

・
・
。

名
前
を
付
け
て
あ
げ
た
せ
い
か
、
柘
榴
様
は
１
日
で
俺
に
懐
い
た
。

そ
れ
が
、
可
愛
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
・
・
・
。

あ
る
と
き
・
・
・

『
か
が
り
・
・
・
好
き
』

俺
は
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。

言
葉
を
覚
え
た
て
の
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
感
じ
が
も
の
す
ご
く
可
愛
か
っ
た
。
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そ
れ
に
俺
は
人
間
に
『
好
き
』
と
言
わ
れ
た
の
は
、
初
め
て
だ
っ
た
・
・
・
。

ロ
リ
コ
ン
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
と
き
か
ら
俺
は
柘
榴
様
に
恋
心
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

「
ぜ
ひ
、
お
引
取
り
願
っ
て
く
れ
な
い
か
・
・
・
と
柘
榴
様
が
申
し
て
い
ま
す

の
で
お
引
取
り
下
さ
い
。
」

「
・
・
・
。
柘
榴
は
何
処
だ
？
」

（
話
を
聞
け
・
・
・
と
思
う
け
ど
言
わ
な
い
で
お
こ
う
・
・
・
）

俺
は
コ
イ
ツ
が
苦
手
だ
。

元
ハ
ン
タ
ー
に
し
て
柘
榴
様
の
婚
約
者
・
・
・
柊
　
拓
馬
。

ハ
ン
タ
ー
の
く
せ
し
て
柘
榴
様
に
近
づ
く
悪
い
虫
・
・
・

「
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
。
」

バ
タ
ン
ッ
！

俺
は
、
嫌
み
っ
た
ら
し
く
扉
を
思
い
っ
き
り
閉
め
た
・
・
・
。

扉
を
閉
め
た
音
が
屋
敷
に
響
く
・
・
・

「
苦
手
だ
・
・
・
」

カ
ツ
ン
ッ
・
・
・

静
か
で
綺
麗
な
ヒ
ー
ル
の
音
・
・
・
柘
榴
様
が
お
部
屋
か
ら
出
て
き
た
・
・
・

「
あ
い
つ
・
・
・
帰
っ
た
？
」

「
は
い
・
・
・
つ
い
先
ほ
ど
・
・
・
」

「
そ
う
・
・
・
な
ら
い
い
の
・
・
・
」

柘
榴
様
も
ア
イ
ツ
が
嫌
い
ら
し
い
・
・
・
な
ん
ど
も
グ
チ
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
・
・
・
。

柘
榴
様
は
、
ア
イ
ツ
が
ハ
ン
タ
ー
だ
っ
て
こ
と
は
、
ニ
オ
イ
で
分
か
っ
た
ら
し

い
・
・
・
。

俺
は
、
見
た
目
で
わ
か
っ
た
・
・
・
。

し
か
し
・
・
・

な
ん
て
赤
が
似
合
う
人
な
ん
だ
・
・
・
黒
も
白
も
似
合
う
が
・
・
・
赤
の
方
が

よ
っ
ぽ
ど
美
し
い
・
・
・

「
な
ん
だ
？
」

し
ま
っ
た
・
・
・
つ
い
見
と
れ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
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お
こ
ら
れ
て
し
ま
う
・
・
・
。

「
篝
・
・
・
」

「
何
で
し
ょ
う
か
・
・
・
」

怒
ら
れ
る
・
・
・
っ
て
顔
じ
ゃ
な
い
な
・
・
・

疲
れ
て
る
？

「
お
な
か
が
す
い
た
・
・
・
」

「
あ
・
・
・
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
・
・
・
今
す
ぐ
御
用
意
い
た
し
ま
す
・
・
・

。
」

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
・
・
・
も
う
こ
ん
な
時
間
だ
・
・
・
柊
の
所
為
で
・
・
・

い
や
い
や
自
分
の
所
為
だ
ろ
・
・
・
人
の
所
為
に
し
て
は
い
け
な
い
・
・
・
し

ま
っ
た
早
く
用
意
を
し
な
い
と
、
怒
ら
れ
る
・
・
・
。

「
待
ち
な
さ
い
・
・
・
」

怒
ら
れ
る
・
・
・

「
用
意
し
て
い
る
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
・
・
・
我
慢
で
き
な
い
・
・
・
首
か

ら
直
接
ち
ょ
う
だ
い
・
・
・
」

「
は
い
・
・
・
」

直
接
は
久
し
ぶ
り
だ
・
・
・
。

柘
榴
様
は
、
い
つ
も
俺
の
血
を
食
事
に
し
て
い
る
・
・
・
。

い
つ
も
は
、
時
間
に
な
っ
た
ら
俺
が
自
分
で
首
か
手
首
を
切
っ
て
血
を
グ
ラ
ス

の
中
に
い
れ
て
お
出
し
す
る
の
だ
が
・
・
・
こ
う
ゆ
う
時
間
が
な
い
と
き
や
、

柘
榴
様
が
我
慢
で
き
な
い
と
き
は
、
俺
の
首
か
ら
直
接
お
飲
み
に
な
る
の
だ
・
・

・「
・
・
・
っ
・
・
・
」

少
し
痛
い
・
・
・

首
が
熱
い
・
・
・

俺
は
、
不
老
不
死
だ
か
ら
死
な
な
い
が
痛
み
は
感
じ
る
・
・
・
一
般
人
の
三
分

の
一
ぐ
ら
い
だ
が
な
痛
み
は
。

「
お
い
し
い
・
・
・
篝
は
、
不
老
不
死
な
の
に
血
が
と
て
も
お
い
し
い
・
・
・

何
故
だ
ろ
う
？
」

「
俺
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
・
・
・
」
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分
か
ら
な
い
・
・
・
何
故
美
味
と
感
じ
る
の
か
・
・
・
。

不
老
不
死
は
普
通
、
一
般
人
よ
り
血
は
か
な
り
ま
ず
い
は
ず
・
・
・
な
の
に
何

故
俺
の
血
は
、
美
味
と
感
じ
る
の
か
・
・
・
柘
榴
様
の
味
覚
が
ど
う
か
し
て
い

る
の
で
は
？
・
・
・
い
や
い
や
、
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
り
し
た
ら
か
み
殺
さ
れ

る
・
・
・
。

「
・
・
・
フ
ゥ
・
・
・
ご
ち
そ
う
さ
ま
・
・
・
。
」

　
こ
の
世
に
は
、
“
ウ
ワ
サ
”
と
い
う
も
の
が
あ
る
・
・
・
。

そ
の
中
に
吸
血
鬼
の
ウ
ワ
サ
も
あ
る
。

ウ
ワ
サ
そ
の
一
：
吸
血
鬼
は
、
日
光
に
当
た
る
と
灰
に
な
る
。
↓
　
ウ
ソ
（
柘

榴
様
は
、
日
光
に
当
た
っ
て
も
平
気
だ
。
少
し
、
顔
色
が
悪
く
な
る
が
。
）

ウ
ワ
サ
そ
の
二
：
吸
血
鬼
は
、
み
ん
な
美
形
。
↓
　
ホ
ン
ト
の
ホ
ン
ト
（
柘
榴

様
は
、
超
美
形
だ
。
）

ウ
ワ
サ
そ
の
三
：
吸
血
鬼
は
、
死
な
な
い
。
↓
　
ウ
ソ
（
実
際
死
ん
だ
吸
血
鬼

は
い
る
老
死
は
な
い
が
・
・
・
。
）

ウ
ワ
サ
そ
の
四
：
吸
血
鬼
は
、
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
↓
　

ホ
ン
ト
（
こ
の
ウ
ワ
サ
は
吸
血
鬼
に
よ
っ
て
違
う
が
、
柘
榴
様
は
で
き
る
。
）

ウ
ワ
サ
そ
の
五
：
吸
血
鬼
は
、
キ
ス
を
し
た
相
手
の
血
し
か
飲
め
な
く
な
る
。

↓
ウ
ソ
（
理
由
は
い
え
な
い
・
・
・
。
）

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
あ
き
れ
る
ほ
ど
あ
る
が
、
俺
が
一
番
気
に
な
っ
て
る
ウ
ワ
サ

は
こ
れ
。

“
吸
血
鬼
は
、
好
き
な
人
の
血
を
飲
む
と
死
ぬ
。
”

こ
の
ウ
ワ
サ
は
本
当
か
ど
う
か
全
く
分
か
ら
な
い
・
・
・
。

も
し
こ
の
ウ
ワ
サ
が
本
当
な
の
で
あ
れ
ば
柘
榴
様
は
俺
の
こ
と
が
好
き
で
は
な

い
・
・
・
。

少
し
・
・
・
い
や
か
な
り
・
・
・
へ
こ
む
・
・
・
。

「
篝
？
ど
う
か
し
た
の
か
？
」

「
い
え
・
・
・
何
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」

柘
榴
様
に
心
配
を
か
け
さ
せ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

俺
と
し
た
こ
と
が

一
生
の
不
覚
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「
篝
、
散
歩
が
し
た
く
な
っ
た
。
散
歩
し
な
い
か
？
」

「
で
す
が
・
・
・
」

柘
榴
様
は
、
極
端
に
日
光
に
弱
い
は
ず
・
・
・
。
散
歩
な
ん
て
い
い
の
か
・
・
・

？外
に
出
し
て
倒
れ
ら
れ
た
ら
俺
が
困
る
・
・
・
。

「
傘
を
さ
せ
ば
大
丈
夫
だ
よ
。
篝
。
心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
な
。
」

確
か
に
、
日
傘
を
さ
せ
ば
少
し
は
ま
し
だ
が
・
・
・
す
ぐ
に
倒
れ
る
。
天
候
に

よ
る
が
・
・
・
。

ッ
シ
ャ
―
―
―
・
・
・

「
ほ
ら
！
見
て
、
外
は
雪
よ
。
」

雪
・
・
・
そ
う
か
今
は
冬
か
・
・
・
こ
の
冬
は
何
回
目
だ
ろ
う
な
・
・
・
。

「
行
こ
う
、
篝
」

「
は
い
」

今
に
な
っ
て
も
あ
の
無
邪
気
な
笑
顔
が
好
き
だ
・
・
・
。

こ
の
笑
顔
が
い
つ
か
に
な
っ
た
ら
消
え
て
し
ま
う
・
・
・
俺
の
前
か
ら
・
・
・
。

俺
と
同
じ
不
老
不
死
に
し
て
し
ま
お
う
か
・
・
・
。

不
老
不
死
は
、
人
の
心
臓
の
動
き
を
止
め
て
キ
ス
を
す
る
と
、
仲
間
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
。

簡
単
な
こ
と
だ
が
、
な
か
な
か
勇
気
が
い
る
な
。
失
敗
し
た
ら
殺
し
て
終
わ
り

だ
か
ら
な
・
・
・
。

「
綺
麗
ね
・
・
・
。
」

「
は
い
・
・
・
。
」

雪
よ
り
、
柘
榴
様
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
綺
麗
だ
・
・
・
。

ガ
チ
ャ
・
・
・

！
何
だ
？
物
音
・
・
・
金
属
の
音
だ
・
・
・
。

危
な
い
・
・
・
柘
榴
様
。

【
や
れ
】

『
了
解
』

バ
ァ
ン
ッ
ッ

銃
声
・
・
・
柘
榴
様
に
向
か
っ
て
・
・
・
柊
　
拓
馬
だ
！
！
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「
柘
榴
様
！
！
」

「
え
・
・
・
」

ド
サ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
く
・
・
・
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柊
の
た
く
ら
み

「
篝
？
見
え
な
い
。
」

「
見
な
い
で
下
さ
い
。
」

俺
の
腹
に
直
撃
し
て
く
れ
て
良
か
っ
た
。
柘
榴
様
に
被
害
は
全
く
無
い
・
・
・
。

血
が
・
・
・
。
柘
榴
様
に
気
付
か
れ
て
し
ま
う
・
・
・
。

「
血
・
・
・
血
の
ニ
オ
イ
・
・
・
篝
の
・
・
・
血
が
大
量
に
・
・
・
。
篝
・
・
・

手
を
は
な
し
て
。
」

さ
す
が
・
・
・
柘
榴
様
・
・
・
。

地
に
積
も
っ
て
い
る
雪
が
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
く
・
・
・
。

俺
の
血
が
染
ま
っ
て
く
・
・
・
。

だ
が
・
・
・
死
な
な
い
・
・
・
死
ね
な
い
・
・
・
。

「
拓
馬
様
！
！
い
る
の
で
し
ょ
う
？
出
て
き
て
く
だ
さ
い
！
！
」

「
篝
・
・
・
じ
っ
と
し
て
な
さ
い
血
が
・
・
・
。
」

「
大
丈
夫
で
す
よ
。
俺
は
死
ね
な
い
存
在
で
す
か
ら
・
・
・
。
」

不
老
不
死
だ
か
ら
・
・
・
死
に
た
く
て
も
死
ね
な
い
ん
だ
・
・
・

そ
れ
に
・
・
・
俺
は
一
生
柘
榴
様
に
仕
え
る
物
と
し
て
生
き
る
っ
て
・
・
・

「
死
ね
な
い
っ
て
・
・
・
ま
る
で
死
に
た
い
っ
て
言
っ
て
る
み
た
い
・
・
・
。
」

「
は
い
」

死
に
た
い
さ
・
・
・
だ
け
ど
柘
榴
様
が
生
き
て
い
る
限
り
俺
は
生
き
つ
づ
け
る
・

・
・
。

ず
っ
と
・
・
・
永
遠
に
・
・
・

「
篝
・
・
・
私
の
血
・
・
・
飲
む
？
」

「
何
を
言
っ
て
る
ん
で
す
か
！
！
そ
ん
な
！
！
俺
に
そ
ん
な
こ
と
二
度
と
い
わ

な
い
で
下
さ
い
！
！
」

「
篝
・
・
・
」

何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
こ
の
人
は
・
・
・
。

俺
に
血
を
与
え
た
ら
、
柘
榴
様
の
血
が
汚
れ
て
し
ま
う
・
・
・
。

ガ
サ
ッ
・
・
・
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誰
！
！
柘
榴
様
が
危
な
い
・
・
・

草
む
ら
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
銃
を
持
っ
た
男
と
そ
の
横
に
は
柊
　
拓
馬
が
い

た
・
・
・
。

「
当
た
っ
た
の
は
、
篝
か
・
・
・
」

「
拓
馬
様
！
！
こ
れ
は
ど
う
ゆ
う
・
・
・
」

「
黙
れ
」

バ
ァ
ン
ッ
！
！

「
ッ
！
！
・
・
・
」

「
や
め
な
さ
い
！
！
拓
馬
！
！
」

「
あ
ん
た
も
う
る
さ
い
よ
」

や
ば
い
・
・
・
柘
榴
様
が
・
・
・

柊
は
柘
榴
様
に
銃
を
向
け
た
・
・
・

そ
れ
で
も
柘
榴
様
は
・
・
・

「
撃
ち
な
さ
い
よ
・
・
・
」

な
に
を
言
っ
て
る
ん
だ
こ
の
人
は
・
・
・
。

柊
に
そ
ん
な
こ
と
い
っ
た
ら
絶
対
撃
つ
ぞ
！
！

「
・
・
・
あ
ん
た
の
そ
う
ゆ
う
と
こ
ろ
嫌
い
な
ん
だ
よ
な
・
・
・
」

「
な
ら
撃
ち
な
さ
い
よ
・
・
・
」

柘
榴
・
・
・
様
・
・
・

「
ほ
ら
、
篝
行
こ
う
？
」

「
は
・
・
・
は
い
・
・
・
」

だ
が
・
・
・
ま
た
待
ち
伏
せ
し
て
た
ら
・
・
・

俺
と
柘
榴
様
は
屋
敷
の
扉
の
ほ
う
に
向
か
っ
た
・
・
・

す
る
と
・
・
・

「
バ
ー
カ
・
・
・
」

柊
が
つ
ぶ
や
い
た
・
・
・

柊
の
手
に
は
銃
と
刀
・
・
・
ハ
ン
タ
ー
専
用
の
刀
・
・
・
い
わ
ゆ
る
吸
血
鬼
討

伐
刀
だ
・
・
・

あ
い
つ
・
・
・
柘
榴
様
を
狩
る
気
だ
・
・
・

バ
ァ
ン
ッ
！
！
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「
柘
榴
様
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
！
！
」

ド
サ
ッ
！
！

「
篝
！
！
」

「
う
っ
・
・
・
」

「
お
前
は
い
つ
も
い
つ
も
・
・
・
う
ざ
い
・
・
・
」

バ
ン
ッ
！
！
バ
ン
ッ
！
！

さ
す
が
に
・
・
・
こ
こ
ま
で
さ
れ
て
死
ね
な
い
の
は
・
・
・
つ
ら
い
・
・
・

ま
さ
に
地
獄
だ
な
ハ
ハ
ハ
ッ

痛
い
・
・
・
腹
も
・
・
・
肩
も
・
・
・
腕
も
・
・
・
全
身
が
痛
い
・
・
・

「
篝
・
・
・
大
丈
夫
？
」

「
は
い
・
・
・
大
丈
夫
で
す
・
・
・
だ
か
ら
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

大
丈
夫
も
な
に
も
・
・
・
俺
は
死
ね
な
い
ん
だ
か
ら
・
・
・

ど
う
っ
て
こ
と
な
い
・
・
・
そ
れ
よ
り
柘
榴
様
は
・
・
・
俺
の
心
配
よ
り
・
・
・

「
自
分
の
心
配
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

柊
は
思
い
っ
き
り
吸
血
鬼
討
伐
用
刀
を
振
り
か
ざ
し
た
・
・
・

そ
し
て
・
・
・
柘
榴
様
の
ほ
う
へ
・
・
・

「
死
ね
、
柘
榴
」

キ
ィ
ィ
ィ
ィ
ー
・
・
・
ン

「
篝
・
・
・
」

「
柘
榴
様
に
無
残
な
ま
ね
は
さ
せ
ま
せ
ん
！
！
」

柘
榴
様
に
は
柘
榴
様
に
ふ
さ
わ
し
い
死
に
方
を
し
て
ほ
し
い
・
・
・

ふ
さ
わ
し
い
死
に
方
っ
て
ど
ん
な
ん
だ
ろ
う
な
・
・
・

「
ウ
ザ
イ
・
・
・
ほ
ん
と
に
ウ
ザ
イ
・
・
・
お
前
は
黙
っ
て
も
ら
え
な
い
？
」

バ
ン
ッ
！
！

（
ど
れ
だ
け
撃
つ
ん
だ
よ
・
・
・
と
思
う
け
ど
言
わ
な
い
・
・
・
）

次
は
、
足
か
・
・
・
こ
れ
・
・
・
本
当
に
痛
い
ん
だ
よ
・
・
・
で
も
死
ね
な
い

ん
だ
よ
・
・
・

な
ん
と
い
う
屈
辱
・
・
・
。

ザ
ク
ッ
！
！

え
・
・
・
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柘
榴
様
・
・
・
・
・
・
柘
榴
様
・
・
・

「
柘
榴
！
！
！
」

　
　
続
く
・
・
・
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無
残
な
別
れ

ド
サ
ッ
・
・
・

「
そ
ん
な
に
大
き
な
声
で
言
わ
な
く
て
も
聞
こ
え
て
る
わ
よ
・
・
・
。
」

「
大
丈
夫
か
・
・
・
柘
榴
・
・
・
」

俺
は
あ
ま
り
の
驚
き
に
敬
語
を
使
う
の
を
忘
れ
て
い
た
・
・
・

柘
榴
様
が
・
・
・
柘
榴
様
が
斬
ら
れ
た
・
・
・

あ
の
刀
は
か
つ
て
吸
血
鬼
の
王
だ
っ
た
柘
榴
様
の
御
両
親
を
も
殺
せ
た
恐
る
べ

し
刀
・
・
・

こ
う
や
っ
て
、
斬
ら
れ
て
な
お
こ
う
や
っ
て
話
せ
て
い
る
の
は
柘
榴
様
の
妖
力

が
強
い
か
ら
か
・
・
・

「
や
っ
と
柘
榴
を
殺
せ
た
・
・
・
や
っ
と
俺
の
使
命
を
果
た
せ
た
の
か
・
・
・

フ
フ
ッ
・
・
・
」

不
適
に
笑
う
柊
は
気
味
が
悪
か
っ
た
・
・
・

ま
る
で
・
・
・
誰
か
に
操
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
・
・
・

柘
榴
様
が
こ
う
な
っ
て
は
仕
方
が
な
い
・
・
・
柘
榴
様
も
こ
っ
ち
側
の
人
間
に

し
て
し
ま
お
う
・
・
・

こ
れ
し
か
・
・
・
柘
榴
様
を
助
け
る
方
法
は
な
い
・
・
・

す
み
ま
せ
ん
・
・
・
柘
榴
様
・
・
・

「
篝
・
・
・
」

「
は
い
・
・
・
」

「
何
を
し
よ
う
と
し
て
る
の
・
・
・
」

「
え
・
・
・
そ
れ
は
・
・
・
」

バ
レ
た
・
・
・
柘
榴
様
に
バ
レ
た
・
・
・

だ
が
・
・
・
こ
れ
し
か
方
法
は
な
い
ん
だ
・
・
・

俺
は
柘
榴
様
と
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
・
・
・
永
遠
に
一
緒
に
生
き
た
い
ん
だ
・
・
・

「
篝
・
・
・
や
め
な
さ
い
・
・
・
」

「
だ
け
ど
！
こ
れ
し
か
柘
榴
を
助
け
る
方
法
は
な
い
ん
だ
！
！
だ
か
ら
・
・
・
」

柘
榴
様
の
冷
た
く
て
・
・
・
で
も
優
し
い
手
が
俺
の
頬
を
包
む
・
・
・
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「
夢
み
た
い
・
・
・
篝
が
私
に
敬
語
な
し
で
話
し
て
く
れ
る
な
ん
て
・
・
・
」

「
柘
榴
・
・
・
・
」

「
私
の
名
前
を
様
付
け
な
い
で
言
っ
て
く
れ
て
る
な
ん
て
・
・
・
」

「
柘
榴
・
・
・
・
」

「
最
後
に
・
・
・
篝
の
血
・
・
・
ち
ょ
う
だ
い
？
」

“
最
後
に
・
・
・
”
こ
の
言
葉
が
俺
の
心
を
ム
ダ
に
む
な
し
く
す
る
・
・
・

柘
榴
・
・
・
柘
榴
・
・
・
も
っ
と
こ
の
名
前
を
呼
ん
で
い
た
か
っ
た
・
・
・

こ
ん
な
無
残
な
別
れ
方
・
・
・

「
は
い
・
・
・
」

柘
榴
様
の
最
後
の
晩
餐
が
こ
れ
だ
な
ん
て
・
・
・

な
ん
て
・
・
・
な
ん
て
無
残
な
・
・
・

神
様
は
意
地
悪
だ
・
・
・

い
つ
も
思
う
・
・
・
俺
を
こ
ん
な
カ
ラ
ダ
に
し
て
・
・
・
柘
榴
様
を
こ
ん
な
形

で
死
な
せ
る
な
ん
て
・
・
・

「
篝
の
血
は
こ
ん
な
と
き
で
も
お
い
し
い
の
ね
・
・
・
私
の
最
後
の
晩
餐
が
貴

方
で
よ
か
っ
た
・
・
・
」

「
柘
榴
・
・
・
」

「
あ
り
が
と
う
・
・
・
篝
・
・
・
そ
し
て
・
・
・
―
―
・
・
・
よ
篝
・
・
・
。
」

柘
榴
様
の
・
・
・
柘
榴
の
息
が
・
・
・
柘
榴
の
体
が
・
・
・

「
柘
榴
っ
！
！
」

俺
は
柘
榴
に
キ
ス
を
し
た
・
・
・
そ
し
て
強
く
抱
き
し
め
た
・
・
・

俺
が
始
め
て
柘
榴
に
し
た
キ
ス
は
、
涙
と
血
の
味
が
し
た
・
・
・

柘
榴
・
・
・
柘
榴
・
・
・
柘
榴
・
・
・

心
の
中
で
柘
榴
・
・
・
と
思
う
た
び
に
柘
榴
の
体
が
な
く
な
っ
て
い
く
・
・
・

つ
い
に
柘
榴
は
・
・
・

塵
に
な
っ
た
・
・
・

俺
は
そ
の
塵
を
か
き
集
め
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た
小
瓶
に
入
れ
た
・
・
・

そ
し
て
・
・
・

「
ハ
ハ
ハ
・
・
・
無
念
・
・
・
篝
」

背
中
を
向
け
た
柊
に
・
・
・
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バ
ァ
ン
ッ
！
！

俺
は
柊
の
体
の
中
心
に
銃
を
あ
て
た
・
・
・

「
な
に
を
・
・
・
お
前
は
何
を
し
て
る
の
か
わ
か
っ
て
る
の
か
・
・
・
っ
う
！

！
」

「
黙
れ
・
・
・
汚
ら
わ
し
い
虫
が
！
！
」

「
何
っ
！
？
」

バ
ン
ッ
バ
ン
ッ
！
！

「
俺
の
痛
み
を
知
る
が
い
い
・
・
・
」

俺
が
そ
う
い
っ
た
頃
に
は
柊
は
死
ん
で
い
た
・
・
・

知
っ
て
い
る
・
・
・
ハ
ン
タ
ー
を
殺
し
た
も
の
は
処
刑
だ
っ
て
事
く
ら
い
・
・
・

べ
つ
に
・
・
・
処
刑
に
来
た
奴
ら
も
殺
せ
ば
い
い
だ
け

簡
単
な
こ
と
・
・
・

柘
榴
・
・
・
柘
榴
・
・
・
柘
榴
・
・
・

柘
榴
・
・
・
な
ん
で
俺
は
不
老
不
死
な
ん
だ
よ
・
・
・
俺
も
吸
血
鬼
だ
っ
た
ら

柘
榴
と
一
緒
に
死
ね
た
の
に
・
・
・
な
ん
で
俺
を
吸
血
鬼
に
し
て
く
れ
な
か
っ

た
ん
だ
・
・
・

な
ぜ
俺
も
柘
榴
を
不
老
不
死
に
し
な
か
っ
た
ん
だ
・
・
・

俺
は
馬
鹿
だ
・
・
・

柊
を
討
っ
た
と
こ
ろ
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
・
・
・

柘
榴
・
・
・

俺
は
柘
榴
の
分
ま
で
い
つ
ま
で
も
生
き
つ
づ
け
る
・
・
・
ど
ん
な
困
難
が
待
ち

受
け
て
い
て
も
俺
は
生
き
つ
づ
け
る
・
・
・
柘
榴
の
欠
片
と
共
に
・
・
・

柘
榴
が
最
後
に
俺
に
言
っ
て
く
れ
た
言
葉
・
・
・
一
生
・
・
・
永
遠
に
忘
れ
な

い
・
・
・

柘
榴
も
・
・
・
永
遠
に
・
・
・

「
そ
し
て
・
・
・
好
き
よ
・
・
・
篝
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
【
Ｅ
Ｎ
Ｄ
】
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無
残
な
別
れ
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
？
Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｄ
ｙ
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
見
て
い
る
人
い
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、

ぜ
ひ
と
も
感
想
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
＾
＾
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Bloody Night
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